
令和8年7月10日
学校名：あいち造形デザイン専門学校　　　

１　学校目標

２　学校自己評価報告書について

自己評価の結果が適切か 改善に向けた取組みが適切か 今後の改善方策が適切か

基準１（教育理念・目的） 4.0 3.8 3.5

基準２（学校運営） 4.0 4.0 4.0

基準３（教育活動） 4.0 4.0 3.5

基準４（教育成果） 4.0 4.0 4.0

基準５（学生支援） 4.0 3.8 3.8

基準６（教育環境） 3.8 3.8 3.5

基準７（学生の受け入れと募集） 3.8 3.8 3.8

基準８（財務） 4.0 4.0 4.0

基準９（法令等の遵守） 4.0 4.0 4.0

基準10（社会貢献・地域貢献） 4.0 3.5 3.3

基準11（国際交流） 3.8 3.5 3.3

３　今後の改善意見

・現状の取り組みで十分に学生が支えられると感じた。

４　今後の具体的な改善方策

・柔軟な発想や気づき・ひらめきを重視し、アイデアの引き出しを多く持てるような指導もさらにご注力いただければと思います。

・今後も時代の変化に合わせながら、実践的な学びや最新のデザイン技術に触れられる環境づくりを継続していただけると、学生の皆さんにとってより充実した学びにつながると

思います。

・学校関係者全員が時代の変化とともに変わっていく必要がある。

・テクノロジーの進化が、急速に進んでいるので、情勢をいち早くキャッチし進めていただきたい。

・教育目標に沿って、実践的な制作や地域との連携、就職支援などに積極的に取り組まれていると感じました。

・特に地域との連携や実際の仕事に近い経験ができる環境は、学生にとって大きな財産になると思います。

・社会において誰とでも話が出来るコミュニケーション能力は必要。

・産学連携（商学連携）でお手伝いできることがあればお声かけください。

・ますます多様化する時代に適応できるよう、各学生個人の個性を生かして伸ばす教育活動をお願いできればと考えます。

学校自己評価報告書基準
学校自己評価報告書についての評価点の平均

・委員会でもお話ししましたが、非常に計画通りに進めており、引き続き進めていただければと存じます、

令和 7年度　学校関係者評価報告書

・職員の意識、行動のさらなる活性化

・社会貢献のための新たな事業の検討

・国際化の取り組み

・広報力の強化

・三つのポリシーはとても素晴らしい、立派な社会人になれると思う。

・経営の効率化

・目標、プロセスの見える化

学校目標に対する評価・意見

・各項目の具体的な目標に対して、適正に評価されていて問題ないと考えますので、取り組みを継続していただきたいと思います。

・即戦力になるメソッドは社会に出てからとても喜ばれる、必要な目標でとても重要。


